
平成３０年８月２２日 

港湾空港局物流振興課

第三セクターの経営情報について 

報告対象団体 北九州貨物鉄道施設保有株式会社 

会社概要 

会 社 の 

事 業 概 要 

１ 鉄道施設の改良工事及びその施設の貸付 

２ 倉庫業 

３ 駐車場業 

４ 広告業 

５ 前各号に付帯関連する一切の事業 

資 本 金 額 400,000 千円 

本市の出資額 196,000 千円 

本市の出資割合 49.0 ％ 

従 業 員 数 2 人 

営 業 報 告 の 要 点 

施設の維持管理については、北九州貨物ターミナル駅において、駅構

内分岐器総つき固めその他工事、駅構内電車線路の一部移設工事、駅構

内連絡通路橋舗装修繕その他工事、分岐器部分交換工事（4組）、駅構内

レール交換工事、駅構内上下貨物5番線4号通路踏切修繕工事を日本貨

物鉄道株式会社施工で行った。 

 また、収支状況については、日本貨物鉄道株式会社からの施設貸付料

収入は、7,522 千円減の 312,664 千円、販売費及び一般管理費は、

3,927千円減の239,142千円となった。 

 今後とも、財産の管理及び借入金の着実な返済を行っていくとともに、

日本貨物鉄道株式会社と北九州市との連携を深め、鉄道貨物輸送の拡大

と地域の発展に寄与していく。 

収支状況 

の 要 点 

当 期 純 利 益 2,807 千円 

前年度との比較 

○営業利益は、73,522千円で、 

 前期比 3,595千円（－4.7％）の減となった。 

○経常利益は、4,263千円で、 

 前期比 708千円（＋19.9%）の増となった。 

○当期純利益は、2,807千円で、 

 前期比 222千円（＋8.6%）の増となった。   

その他 

(剰余金・欠損金、設備

投資、資金調達など)

北九州貨物ターミナル駅整備（門司貨物拠点整備事業）及び鹿児島線鉄

道貨物輸送力増強事業に係る借入金について、1３６百万円の返済を行

った。 

繰 越 利 益 剰 余 金 1,062 千円 

株主総会 

平成 30 年 6 月 28 日

開 催 

監 査 報 告 監査役２名が監査した結果、適法かつ正確であった。 

議 案 

(1)決議事項 

第 1号議案 第１９期計算書類承認の件 

第 2号議案 取締役５名選任の件 

第 3号議案 監査役２名選任の件 

いずれの議案も異議なく承認可決 

（平成３０年３月３１日現在） 

資 料 ６



北九州貨物鉄道施設保有株式会社 

平成 29 年度 経営状況報告 

平成 30 年 8月 22 日 

港 湾 空 港 局 
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